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SHIGA SMART ACCESS 2040s 移動しやすく、暮らしやすく、豊かな滋賀をみんなでつくろう。 

「滋賀の公共交通 未来アイデア会議」 県民フォーラム 

“どうする？公共交通”をテーマに１０/２８（土）開催‼ 

 

これからの滋賀の地域交通について皆様と一緒に考え、議論する「滋賀の公共交通未来ア

イデア会議」県民フォーラムを開催します。 

 

１．目 的 

県が現在、策定をめざす「滋賀地域交通ビジョン」について、地域交通の課題を参加の皆

様と共有し、参加者同士の意見交換を促しながら、本県が目指す地域交通の姿を一緒に考え

て議論し、その結果をビジョンに反映することを目的として開催します。 

 

２．会場・開催日時 

 会場：イオンシネマ草津（草津市新浜町 300 番地 イオンモール草津３Ｆ） 

 日時：令和５年 10 月 28 日（土） 13 時から 15 時まで（入場 30 分前から） 

 

３．プログラム・登壇者等 ※別添リーフレット参照 

 プログラム 

ファシリテーターの進行により、前半は県の交通戦略課の職員がパネリストとともに

公共交通を様々な視点から議論し、悩みもぶっちゃけます。後半は、WEB システムを

活用し参加者とパネリストが対話・意見交換します。 

 ファシリテーター 山名清隆氏（株式会社スコップ ソーシャルコンテンツプロデューサー） 

 パネリスト    川勝健志氏（京都府立大学 教授） 

         土井 勉氏（一般社団法人グローカル交流推進機構 理事長） 

         公共交通未来アイデア実行委員会 メンバー（県職員等３名） 

         滋賀県知事 三日月大造 

 

４．定員・参加申し込み 

 定員：会場定員 300 名（要事前申し込み） 

 オンライン参加可能（要事前申し込み）  

 会場参加者にはもれなく「イオンシネマギフト」をプレゼント 

 ※オンライン参加者はプレゼント対象外 

記者発表資料 

（県 政） 

申込フォーム 



５．公共交通未来アイデア実行委員会とは  

 本年７月に県の交通戦略課の職員、税政課の職員および県と委託契約しているパシフィッ

クコンサルタンツ株式会社の担当者で「公共交通未来アイデア実行委員会」と称するチー

ムを立ち上げ、「県民トーク」、「県民フォーラム」等を企画・実施し、目指す地域交通の

姿等について検討しています。 

 

６．背景・経緯 

 県では、昨年度、「滋賀地域交通ビジョン」の策定に向けて、「目指す地域交通の姿」とそ

の実現に向けた負担分担のあり方等について議論し、ビジョンの骨子を策定しました。 

 今年度は、目指す地域交通の姿等について、県民の皆様から御意見やアイデアをいただき、

「滋賀地域交通ビジョン」に反映します。 

 御意見をいただく方法として、本年７月から、県の担当職員が各地に出向き、目指す地域

交通の姿等について県民の皆様と対話を行う「県民トーク」を実施しています。 

 これまでに、県内 12 の市役所・町役場、商業施設、病院等に出向き、来場者と直接対話

し、９月末時点で計 877 通（Web 回答含む）の回答を得ました。 

 

今後の予定 

 

令和５年 ～10 月  県民・市町・事業者との対話（県民トーク） 

 11 月  滋賀地域交通ビジョン懇話会 素案検討 

 12 月～  
滋賀地域交通ビジョン（素案）パブリックコメント 

令和６年 １月  

  １月末  滋賀地域交通ビジョン懇話会 案検討 

 ３月  滋賀地域交通ビジョン策定 

 

 







公

ビジョンを広く共有するため、「滋賀の公共交通未来アイデア会議」を開催

■公共交通の維持・活性化に対しあなたができる行動

■新たな負担が必要となった場合の望ましい負担方法

■負担する場合の許容額

今年7月よりスタート。商業施設や県内すべての市役所・町役場に県職員が出向き、来場
者と直接対話。9月26日時点で計８７７通の回答を得た。 ※今後も引き続き開催。

■公共交通の必要性 ■公共交通の利用状況

論 熟 議

自由意見など

「必要」が９6％ 県内居住者では「ほとんど
使わない」が32％で最多

県民全員に対しての税負担 33％

運賃値上げによる負担 29％

ふるさと納税を活用した負担 20％

月１００円増 37％ 月5００円増 23％

月3００円増 19％ 月１０００円増 1４％

公共交通を利用する、もっと利用する ３７％

現在と行動を変えない ３７％

維持・活性化のために新たに負担する 20％

✓公共交通が使いやすければ車を手放す選択肢はある。公共交通の充実のためには、車利用者への負担が良いのでは。
✓公共交通は移動時に寝ていられるのが便利。ただベビーカーの利用はしづらく、運行本数も少ない。
✓サービス向上のためには担い手の確保と公的支援の充実が課題。
✓通院や市役所にいくため路線バスは最低限必要であり、もっとお年寄りや身体の不自由な人にやさしい公共交通にしてほしい。

使わない人も「他の
人にとって必要」と
いう声あり

県民トーク【速報値】


